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外来患者数（2015 年 4 月～2016 年 3 月） 

 小児科発達支援（新生児）外来  1,002 人/年 

 産科外来（1ヶ月健診）      313 人/年 

 

体重区分別新生児数（2015 年 1 月～12 月）院内出生分 

体重区分 新生児数 死亡数 

〜1,000g 4 0 

1,000〜1,500g 27 3 

1,500〜2,000g 19 1 

2,000〜2,500g 57 0 

2,500〜4,000g 278 2 

4,000g〜 1 0 

計 386 6 

院外出生 NICU 入院児数 10 例 

多胎症例数 

 双胎 22 組  43 例(1 児胎児死亡１組） 

  品胎  0 組   0 例 

 

研究内容 

・先天性肺胞蛋白症の病因解析 

・遺伝性間質性肺疾患の診断・治療法開発 

・臍帯血および羊水中 BNP 濃度による双胎間輸血症候群の重症度評価 

・胎児期における内分泌攪乱物質が性分化および性腺機能に及ぼす影響の研究 

・早産出生した児の睡眠と発達の関係に関する研究 

 

 



【著書】 
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14. 森岡 圭太, 伊藤 智城, 佐野 仁美, 須藤 章, 古川 卓朗, 南雲 淳, 福島 直樹：解熱後も
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16. 長 和俊：呼吸窮迫症候群. 小児科診療 78 巻増刊, 2-6, (2015.04) 

17. 長 和俊, 山田 崇弘, 水上 尚典：二卵性一絨毛膜双胎の問題. 産婦人科の実際 64 巻 10

号, 1295-1299(2015.10) 

18. 秋元 琢真：【グラフィックモニター講座】リーク．Neonatal Care 28 巻 12 号 

Page1137-1143(2015.12) 

19. 小山 典久, 神谷 光宏, 網塚 貴介, 奥 起久子, 川口 千晴, 白川 嘉継, 長 和俊, 細野 
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【学会発表】 

1. 長 和俊：サーファクタント補充療法の最適化. 第304回NMCS例会（大阪）2015/6/19 

2. 秋元琢真：新生児の遺伝性間質性肺疾患. 51回日本周産期・新生児医学会（福岡）. 2015/7/10-12 

3. 夘月ゆたか：L1CAMに複数の変異を認めたX連鎖性遺伝性水頭症の1例. 第51回日本周産期・新

生児医学会（福岡）. 2015/7/10-12 

4. 長 和俊：サーファクタント補充療法ガイドライン策定の進捗状況．第 28 回新生児慢性肺

疾患研究会（鹿児島）2015/10/3-4 

5. 早坂 格：遺伝性間質性肺疾患の診断支援．第 28 回新生児慢性肺疾患研究会（鹿児島）

2015/10/3-4 

6. 森岡圭太：X-LAG の２例．第 26 回日本小児神経学会北海道地方会（札幌）2015/10/17 



7. 早坂 格：遺伝性間質性肺疾患の診断に関する研究. 第60回日本新生児成育医学会(盛岡）

2015/10/23-25 

8. 秋元琢真：新生児期に発症した遺伝性間質性肺疾患の臨床像. 第51回日本肺サーファクタン

ト・界面医学会（大阪）2015/10/31 

9. 長 和俊：サーファクタント補充療法の最適化．群馬県周産期医療学術講演会・第 20 回オ

ープンカンファレンス（前橋）2015/10/31 

10. 森岡圭太：Effect of Maternal Factors on Sex Differentiation in Newborn Infants．Hot 

topics in Neonatology 2015. (Washington DC, USA) 2015/12/7-9 

11. 長 和俊：HFNC の基礎．第 18 回新生児呼吸療法モニタリングフォーラム（信濃大町）

2016/2/18-20 

 

【講習会】 

1. 長 和俊，森岡圭太：新生児蘇生法インストラクター養成コース講習会．2015 年 7 月 19 日

（札幌,北海道大学大学院保健科学研究院） 

2. 長 和俊：グラフィックモニターの見方 第 19 回未熟児新生児学会教育セミナー 2015 年

8 月 20〜22 日（安曇野市） 

3. 長 和俊, 森岡圭太：天使大学助産研究科第 3回新生児蘇生法「専門」コース講習会 2015

年 8 月 23 日（札幌，天使大学） 

4. 長 和俊：北海道助産師会第 8回新生児蘇生法「専門」コース講習会．2015 年 9 月 13 日（札

幌,北海道大学大学院保健科学研究院） 

5. 長 和俊：北海道大学病院周産母子センター第 8回新生児蘇生法「一次」コース講習会．2015

年 9 月 26 日（札幌,北海道大学病院スキルスラボ室） 

6. 長 和俊：北海道大学病院周産母子センター第 9回新生児蘇生法「一次」コース講習会．2015

年 10 月 18 日（札幌,北海道大学病院スキルスラボ室） 

7. 長 和俊，森岡圭太：第 1回手稲渓仁会病院新生児蘇生法講習会．2016 年 1 月 17 日（札幌，

手稲渓仁会病院） 

8. 長 和俊：新生児蘇生法インストラクターフォローアップコース講習会2016年 1月 30日（札

幌,北海道大学大学院保健科学研究院） 

9. 長 和俊，森岡圭太：新生児蘇生法講習（北海道小児科セミナー2015） 2015 年 5 月 23 日

〜24 日（ルスツ） 

10. 秋元琢真：新生児蘇生法講習（WIND サマーセミナー2015）2015 年 6 月 28 日（ルスツ） 

11. 長 和俊：新生児用人工呼吸器の新たな可能性（新生児人工呼吸セミナーin 仙台）2016 年

3 月 5日（仙台：TKP ガーデンシティー・仙台勾当台） 

 

 

 



【社会貢献】 

長 和俊：JICA（フランス語圏）新生児医療講習会（北海道大学保健科学研究院）2015 年 9 月 8

日 

 

【学会活動】 

日本小児科学会 

 代議員（長） 

日本周産期・新生児医学会 

 評議員，周産期シンポジウム運営委員会委員長（長） 

日本新生児成育医学会 

 理事(長） 

日本産婦人科・新生児血液学会 

 理事（長） 

日本新生児医療連絡会 

 役員（長） 

日本臨床モニター学会 

 評議員（長） 

日本肺サーファクタント・界面医学会 

 理事（長） 

日本小児保健学会 

 評議員（長） 

 

 


